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感染動向の推移（全国・東京・大阪・和歌山）1週間・人口10万人当たり
令和４年２月２８日現在

【第四波】
アルファ株の影響

【第五波】
デルタ株の影響

【第六波】
オミクロン株の影響
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県内の第六波以降の週別年齢別感染者数 （２月２６日発表分まで）
第六波～ １６，７３９名

31名

616名

1,574名

2,748名

3,429名 3,394名

80歳
以上
70代
60代

50代

40代

30代

20代

10歳
未満

10代

2,826名

〇 第六波のこれまでのピークは、1月末から2月の第一週で、小児の感染が増えたことが最大の原因と思われる。
〇 第六波で高齢者が最も多かったのは、2月の第二週で高齢者施設関係のクラスターや家族内感染が増えたことによると思われる。
〇 第六波の感染者数は、2月の第三週から減少しているが、高齢者施設関係のクラスターが減少したことや小児の感染者数が減少
したことによると考えられる。

2,121名
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県内の第六波以降の週別年齢別感染者数 （２月２６日発表分まで）
第六波～ １６，７３９名

80歳
以上
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50代

40代

30代
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10歳
未満

10代

31名 616名 1,574名 2,748名 3,429名 3,394名

※グラフは年代不詳分を除いているため、各年代の合計値と各週の人数（上部の数）が一致しない場合がある。

2,826名

〇 第六波のこれまでのピークは、1月末から2月の第一週で、小児の感染が増えたことが最大の原因と思われる。
〇 第六波で高齢者が最も多かったのは、2月の第二週で高齢者施設関係のクラスターや家族内感染が増えたことによると思われる。

2,121名
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高齢者施設利用者の新規感染発表数の推移（第六波）

※クラスターとなった施設の利用者（４４施設５３７名（２月２６日時点））

発表
総数

約４０日間で約５４０名の高齢者施設関連の感染者が発生！
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クラスター発生数 第四波～第六波 令和4年2月26日時点
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クラスター発生規模

5人 6~9人 10~14人 15~19人 20~29人 30~39人 40人以上

〇 クラスターが最も多かったのは、第四波では、飲食・カラオケ・イベント関係、第五波では、職場関係
第六波では高齢者施設であった。

〇 第六波のクラスターは、オミクロン株の感染拡大のスピードの速さによると考えられるが、40人を超
える大規模の発生が複数見られた。
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肺炎併発者の分析
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第六波における肺炎患者の状況
〇 第六波の令和4年1月4日から2月10日に入院した感染者のうち肺炎を確認した353名（入院者の約18％）について分析した。
〇 肺炎の併発は60代以上の高齢者に多いが、30代以下の若者も約10％いた。最年少は10歳未満であった。
〇 肺炎を併発した者のうち約3割が酸素投与が必要になっている。
〇 約4割に抗体療法が、半数以上に抗ウイルス薬が投与されていた。

年代別

肺炎の併発は高齢者に多いが、
50代までの若年・壮年層の割合
が約3割を占める

重症度

肺炎併発者のうち
約3割に酸素投与が必要

令和4年2月10日時点
N=353

20代以下,

19名, 5%
30代, 18名, 

5%
40代, 23名, 

7%

50代, 53名, 

15%

60代, 47名, 

13%

70代, 70名, 

20%

80歳以上, 123名, 

35%

353名

肺炎・酸素不要, 241名, 

68%

酸素投与, 

112名, 32%

ワクチン接種

接種済み, 256名, 

73%

未接種, 40名, 

11%

不明, 57名, 

16%

治療薬

男性 198名

女性 155名

抗体薬 150名

抗ウイルス薬 192名

ステロイド薬 78名

※重複投与を含む

うち人工呼吸器： 4名
高流量酸素：18名

重症化を防ぐためには
ワクチン接種や追加接種
が重要

様々な治療薬が使われ
ているが、治療効果を
発揮するためには、
早期受診が必要

うち接種後6ヶ月経過：62名

67



第六波における肺炎患者の状況
〇 肺炎併発者の基礎疾患は、高血圧、心疾患、糖尿病、呼吸器疾患、肥満、がん、腎疾患が多かった。喫煙も多いことに留意する。
〇 発症から検体採取までの日数は、約4割が発症日であったが、19名（約6％）は発症5日以上かかっていた。受診・診断が遅れ
た者は重症になることが多い。

発症～検体採取までの日数
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44
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6 9
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発症当日 1日後 2日後 3日後 4日後 5日後 6日後 7日後 8日後 9日後 12日後

基礎疾患の状況

令和4年2月10日時点

５日以上かかった19名中
酸素投与が必要となったのは９名
うち人工呼吸器１名、高流量酸素４名

糖尿病や高血圧・心疾患といっ
た生活習慣病はリスクが高い

※肥満：BMI30以上 他に認知症40名、免疫抑制状態10名

（不明をのぞく311名）

（不明をのぞく332名）
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第六波における肺炎患者の状況 令和4年2月10日時点

当初症状 合計 10代以下 20代 30代 40代 50代 60代 70代 80代以上

肺炎 19 1 1 3 3 4 7

酸素投与 5 1 1 3

うち人工呼吸器・高流量酸素 2 1 1

うち死亡 0

肺炎 310 1 18 15 21 46 40 61 108

酸素投与 99 1 1 3 12 22 60

うち人工呼吸器・高流量酸素 19 1 2 8 8

うち死亡 6 2 4

329 1 18 16 22 49 43 65 115

経過中の症状

合計

無症状

有症状

当初症状と経過中の症状
（不明をのぞく329名）

〇 肺炎併発者が、陽性判明時に無症状であった者が約6％いた。年代では、高齢者の方が多かった。これは、クラスター発生により
検査に早期につながったことによると思われる。ただし、若い人も当初無症状でも経過中に肺炎を併発する者がいることに留意する。

〇 肺炎併発者が、陽性判明時に有症状であった者は、幅広い年代にわたっていたが、特に、高齢者では重症化する者が多い。
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第六波における国基準相当重症患者について N=34名

有, 30名, 88%

無, 2名, 6%
不明, 2名, 6%

１．年代

4．ワクチン接種回数 5．陽性判明時症状

3．基礎疾患
50代, 2名

6%
60代, 3名

9%

70代, 13名
38%

80代, 11名
32%

90代, 5名
15%

有, 25名, 
74%

無, 9名, 
26%

0名 2名 4名 6名 8名 10名

人工透析

呼吸器疾患

がん

腎疾患

糖尿

高血圧

心疾患

3回, 1名, 
3%

2回, 21名, 62%

0回, 8名, 
23%

不明, 4名, 
12%

（重複を含む。）

0名 5名 10名 15名 20名 25名

鼻汁・鼻閉
頭痛

関節筋肉痛
食欲不振
咽頭痛

全身倦怠感
咳嗽

呼吸困難
発熱
（重複を含む。）

〇 高流量の酸素投与が必要な肺炎があり、ＩＣＵ等に入室したり、人工呼吸器装着をした重症者は、50代以上で
特に、70代以上の高齢者に多い。性別では、男性に多い。

〇 基礎疾患として高血圧、心疾患、腎疾患、糖尿病、がん、呼吸器疾患、透析患者に多いが、基礎疾患なしもあった。
〇 第六波ではワクチン接種効果が減弱され、2回接種者でも重症化した。陽性判明時無症状でも注意が必要である。

男性, 24名, 
71%

女性, 10名
29%

2．性別
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死亡の状況

11



死亡（間接死因含む）の状況 令和4年2月26日発表まで

〇 これまでの死亡者101名のうち男性の方が多く、70代以上の高齢者は約94％で、男性が多かった。
〇 第三波、第四波では、高齢者の感染者が増加したことにより、死亡者も増加したが、ワクチン接種効果により

第五波では、致死率は減少した。
〇 第六波では、男性が多く、90代以上の高齢者が多かった。第六波は爆発的な感染拡大が起こったが、致死率は

むしろ減少した。

波別の致死率
性別（全体）

年齢別（全体）

第一波 第二波 第三波 第四波 第五波 第六波

死亡者数 3 1 14 31 13 39
感染者数 63 212 897 1532 2600 16585

90%

91%

92%

93%

94%

95%

96%

97%

98%

99%

100%
4.76 0.47 1.56 2.02 0.50 0.24

男性

61名
60%

女性

40名
40% n=101 男性

29人
74%

女性

10名
26%

性別（第六波）

n=39

30代, 2名, 2%
60代, 4名, 4%

70代, 16名
16%

80代, 46名, 45%

90代以上,
33名, 33%

30代, 1名, 3%

70代, 8名, 
20%

80代, 16名, 41%

90代以上, 
14名, 36%

年齢別（第六波）

n=101 n=39
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死亡（間接死因含む）の状況
〇 これまでの死亡者101名のうちの年代別致死率は、60代から増えていた。特に、80代以上の高齢者で高かった。
〇 死亡者の主な基礎疾患は、高血圧、心血管系疾患、糖尿病、呼吸器疾患、がん、腎疾患が多かった。高齢のため

認知症、脳血管疾患も多かった。

年代別の致死率 主な基礎疾患（重複あり）

令和4年2月26日発表まで
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糖尿病

心血管疾患

認知症

高血圧

（人）

20代
以下

30代 40代 50代 60代 70代 80代 90代
以上

死亡者数 0 2 0 0 4 16 46 33
陽性者数 9386 3000 3192 2339 1557 1155 856 402

0%
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0.07 0.26 1.39 5.37 8.21
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1回接種, 1名 8%

２回接種, 5名
39%接種なし, 5名

38%

不明, 2名
15%

ワクチン接種歴の有無（第五波）

n=13

死亡場所

ワクチン接種

死亡（間接死因含む）の状況
〇 これまでの死亡者101名のうちの死亡された場所は、病院が最も多く、次いで施設、自宅がわずかにあった。
〇 第六波では、高齢者施設で多くのクラスターが同時期に発生したことも影響して、施設内での死亡者が7例あっ

た。また、自宅で高齢者が家族に見守られながら亡くなられた方もいた。
〇 ワクチン接種について、高齢者の接種が進んだ第五波と第六波を比較すると、第六波の方がワクチン接種者が

多かった。

令和4年2月26日発表まで

医療機関

90名,89%

施設, 8名
8%

自宅, 3名, 3%

死亡された場所（全体）

n=101

医療機関

29名 74%

施設, 8名
21%

自宅, 2名, 5%

死亡された場所（第六波）

n=39

２回接種, 29名,
74%

接種なし, 10名, 
26%

ワクチン接種歴の有無（第六波）

n=39
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在宅, 2名、 16%

施設入所中

2名, 15%

医療機関入院中

9名, 69%

陽性判明時の場所（第五波）

死亡（間接死因含む）の状況
〇 これまでの死亡者101名のうち、ワクチン接種が進んだ第五波では、死亡が13名と少なく、医療機関でのクラス

ターの発生により入院中の患者が陽性になった。また、在宅や施設入所者も全例入院したことから死亡場所も
全て医療機関であった。

〇 第六波では、ワクチン効果の減弱等により高齢者施設でのクラスターが多発したことから、入所中に陽性になっ
た者が増えるとともに、全員入院が困難になり、施設での死亡が増えた。また、在宅医療を受けていた等の高齢
者が自宅で死亡された。

死亡場所

陽性判明時の場所

令和4年2月26日発表まで

n=13

医療機関 13名
100%

死亡された場所（第五波）

n=13

在宅, 15
名 38%

施設入所

中 17名, 
44%

医療機関入院中

7名, 18%

陽性判明時の場所（第六波）

n=39

医療機関

29名, 74%

施設, 8名
21%

在宅, 2名, 5%

死亡された場所（第六波）

n=39
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第六波における新型コロナ 死亡率の比較

年代別 死亡率
(50代以上）

0.000% 0.004%
0.018%

0.057%

0.001% 0.002%
0.010%

0.037%

0.124%

0.001% 0.001% 0.003%
0.013%

0.044%

0.000% 0.001% 0.004%
0.015%

0.043%

0.00%

0.10%

0.20%
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代
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90
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上

50
代

60
代
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上

50
代

60
代

70
代

80
代

90
代
以
上

50
代

60
代

70
代

80
代

90
代
以
上

和歌山県 大阪府 東京都 全国

0.78 1.70 0.66 0.68年齢調整
死亡率

※1/5~2/22。人口はR2国勢調査。年齢調整は昭和60年モデル人口を使用
死亡者数は、厚生労働省「データからわかる－新型コロナウイルス感染症情報－」から。年齢不詳データを除く

〇 第六波では、高齢者施設でもクラスターが多発し、規模も大きかったことから、高齢者の感染者が急増した。
このことから、高齢者の死亡も多くなった。※令和4年1月5日～2月22日の死亡者数 34名

〇 本県では、コロナでの間接死因も含んでいる。他府県との単純な比較には注意を要する。

令和4年1月５日～2月22日
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和歌山県 大阪府 東京都 全国

新型コロナ 死亡率の比較（これまでの累計）

年代別 死亡率
(50代以上）

2.27 13.68 10.31 5.36年齢調整
死亡率

※R4.2.22までの累計。人口はR2国勢調査。年齢調整は昭和60年モデル人口を使用
死亡者数は、厚生労働省「データからわかる－新型コロナウイルス感染症情報－」から。年齢不詳データを除く

〇 令和4年2月22日までに確認した死亡者総数は96名で、都市部、全国と比較すると低位で抑えられている。
〇 本県では、コロナでの間接死因も含んでいるが、80代以上で死亡率は高くなっている。

令和4年2月22日時点
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高齢者施設における
ワクチン接種後の抗体保有追跡調査結果
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ワクチン２回接種６か月後の年齢とＳ抗体値の分布（全体）

〇 ワクチン接種6か月後のＳ抗体値は、年齢が高くなると低値となり、特に高齢者で低値となっている。
〇 陰性者も2名いた。うち1名は1か月後は陽性であったが、6か月後は陰性となった。なお、Ｎ抗体陽性者はいなかった。

Ｎ＝９８
（入所者８９、職員９）
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